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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーがポリ（アルキレンオキシド）部分、カプロラクトン部分およびウレタン部分
を含む構造単位由来のポリウレタンであるポリマー微粒子であって、０．０１～１００ミ
クロンの粒径を有し、１～３の範囲の分散性スパンを有する、ポリマー微粒子。
【請求項２】
　活性物質をさらに含む、請求項１に記載の微粒子。
【請求項３】
　活性物質がタンパク質またはペプチドである、請求項２に記載の微粒子。
【請求項４】
　１５～８０ミクロンの粒径を有する、注射用の請求項１に記載の微粒子。
【請求項５】
　１～３ミクロンの範囲の見かけの空気動力学径を有する、エアロゾルとして使用するた
めの請求項１に記載の微粒子。
【請求項６】
　０．０２～２ミクロンの粒径を有する、眼内使用のための請求項１に記載の微粒子。
【請求項７】
　動物の生理学的環境中で分解する、請求項１～６のいずれかに記載の微粒子。
【請求項８】
　ポリマーが完全に分解されるのにかかる時間が、１日～２５０週程度である、請求項１
～７のいずれかに記載の微粒子。
【請求項９】
　リン酸緩衝食塩水中５０℃で１カ月後にポリマーの平均分子量の減少が６０～９０％、
特に７０～８５％である、請求項１から８のいずれかに記載の微粒子。
【請求項１０】
　リン酸緩衝食塩水中３７℃で６カ月後にポリマーの平均分子量の減少が３０～８０％、
特に４０～７０％である、請求項１から８のいずれかに記載の微粒子。
【請求項１１】
　リン酸緩衝食塩水中における３７℃での膨潤性が、１～５００％である、請求項１～１
０のいずれかに記載の微粒子。
【請求項１２】
　リン酸緩衝食塩水中における３７℃での膨潤性が１０～１００％である、請求項１から
１１のいずれかに記載の微粒子。
【請求項１３】
　活性物質を放出するのにかかる全体時間が、時間、日、週、月または年の程度である、
請求項１～１２のいずれかに記載の微粒子。
【請求項１４】
　活性物質が名目上（ｎｏｍｉｎａｌｌｙ）３０日、６０日、９０日または１２０日で放
出される、請求項２から１３のいずれかに記載の微粒子。
【請求項１５】
　分散性スパン（ｄｉｓｐｅｒｓｉｖｉｔｙ　ｓｐａｎ）が１．１～２．５、特に１．２
～２．０の範囲にある、請求項１から１０のいずれかに記載の微粒子。
【請求項１６】
　ヒトまたは動物患者の体内で完全に吸収される、請求項１から１５のいずれかに記載の
微粒子。
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【請求項１７】
　ポリマーが
（ａ）カプロラクトンおよびポリ（アルキレンオキシド）部分の共重合単位を含むプレポ
リマーと；
（ｂ）カプロラクトンおよびＣ２～Ｃ６ジオールの共重合単位を含むポリカプロラクトン
ジオールと；
（ｃ）ジイソシアネートと
を共に反応させることにより得ることができる、請求項１から１６のいずれかに記載の微
粒子。
【請求項１８】
　ポリ（アルキレンオキシド）部分が、ポリ（Ｃ2－アルキレンオキシド）若しくはポリ
（Ｃ3－アルキレンオキシド）またはその混合物から選択される、請求項１７に記載の微
粒子。
【請求項１９】
　Ｃ2－Ｃ6ジオールが、エチレングリコールまたはジエチレングリコールから選択される
、請求項１７または１８に記載の微粒子。
【請求項２０】
　活性物質を患者に送達するための組成物であって、請求項１～１９のいずれかに記載の
微粒子を含む組成物。
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